
福岡市・オンライン活動案  

LV３ 防災について考えよう 

 

目標：楽しく交流する。学習者が自分のことを伝えられ、災害が起きたときの対応について理解を深める。 

教材：文化庁『つながる ひろがる にほんごでのくらし』https://tsunagarujp.bunka.go.jp/  

レベル 3「シーン 5 防災について考えよう」https://tsunagarujp.bunka.go.jp/level03/c02  

役に立つことば「3-5 防災について考えよう」https://tsunagarujp.bunka.go.jp/vocabulary/level03/c02  

  

構成 テーマ 時間 活動内容 

はじめ 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害の種類 

災害の経験 

（10分間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震の際の

対応 

（10分間） 

 

 

 

0:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0:10 

 

 

 

 

 

 

 

 

「台風」「地震」「大雨」「洪水」「大雪」「津波」などの写真を見せながら、災

害の名称を確認していく。 

あなた                                                        Cさん 

 

 

 

 

 

 

 

学習者に「どんな災害を経験しましたか。」と尋ねる。 

A さん                                                         あなた  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レベル 3「シーン 5-3またおおきいじしんがきたらたいへんです。」 

https://tsunagarujp.bunka.go.jp/level03/c02 （約 170秒） 

１回目は、音がない状態で冒頭の３０秒ほど見る（学習者に最初は「音があり

ません。」と伝えておく）。見た後で、「どんな場面ですか」と尋ね、その場面を

自分のことを伝えよう 

たいふう。 これは何ですか。 

地震、津波、台風。 

『つなひろ』で学ぼう 

学習者のことばをチャットに記しな

がら、確認していきます。 

日本ですか。 

地震、台風、日本で。津波、

スリランカ。津波は、スリラ

ンカあります。でも、私はな

がい？ 

とおい。 

学習者の答えに応じて問いかけを足して

いきます。また、うまく表現できていないこ

とにフィードバックします。チャットに記すと

理解しやすくなります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0:20 

確認する。２回目は、音を出して見る。見終わった後、学習者に「何を話してい

ましたか。」と尋ねる。学習者が出したことばをチャットに記す。 

 

 

 

 

B さん                                                            A さん  

 

 

3 回目は学習者の日本語能力に応じて字幕をつける。内容のポイントについ

て確認をする。「地震が来ました。どうしますか。」「地震が来ました。ドアを開け

ますか。開けませんか。」など尋ねる。 

なか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近くの避難

場所 

（10分間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難場所に

ついて 

（10分間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0:30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習者に「大きい地震が起きました。みなさんはどこに逃げますか。」と尋ね

る。 

B さん                                                             あなた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難場所を確認できる webサイトなどあれば、学習者の家の近くの避難所な

どを確認する。参考資料：福岡市 HP 外国人の方への防災情報 

https://www.city.fukuoka.lg.jp/bousai/bousaiforeigner.html  

  

 

 

レベル 3「シーン 5-1 これがひなんばしょのマークです。 

 https://tsunagarujp.bunka.go.jp/level03/c02 （約 115秒） 

１回目は、音がない状態で冒頭の３０秒ほど見る。見た後で、「どんな場面で

すか」と尋ね、その場面を確認する。２回目は、音を出して見る。見終わった後、

学習者に「何を話していましたか。」と尋ねる。学習者が出したことばをチャット

に記す。 

 

 

 

 

セーフティープレイス。 安全な場所。安全な

場所はどこですか。 

地震が来ますよ。 ドアを開けて。 

学習者の答えに合わせ

て、質問を足していきます。 

『つなひろ』で学ぼう 

私の家の近く。子ど

もの学校。小学校。 

自分のことを伝えよう 

学習者が聞き取れたことばをまず自由に出し

てもらいます。会話の全体を確認します。 

学習者が聞き取れたことばをまず自由に出

してもらいます。会話の全体を確認します。 

 

http://#


 

 

 

 

 

 

0:40 

  

A さん                                                             C さん 

 

 

3 回目は学習者の日本語能力に応じて字幕をつける。内容のポイントについ

て確認をする。「避難場所はどこですか。」「避難場所はどうやって調べること

ができますか。」など尋ねる。 

おわり 防災グッズ 

（20分間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0:60 

 

 

学習者に、「避難場所に何を持って行きますか。」と尋ねる。 

 

 C さん 

 

 

 

＋α 

防災グッズを紹介する。 

役に立つことば「3-5 防災について考えよう」 

https://tsunagarujp.bunka.go.jp/vocabulary/level03/c02  

語彙、文法の確認教材 https://forms.gle/nh1kMwsFwuc49LpGA 

 

自分のことを伝えよう 

お金、クレジットカード。

ブランケット。 

避難場所。 この間の台風。 


